撒水 車の 小僧た ち 

お前 は 撒水 車 を ひく 小僧た ち、 

川ぞ ひの ひろい 巿街を 悠長に かけめぐる。 

紅 や 緑 や 光の ある 色 は みんなお ほひ かくされ、 

シィ ランス はいめつ 

Silence と 廃滅の 水色の 色の 行者の みが うろつく 

これが わたしの 隠し やう もない 生活の 姿 だ。 

ああ わたしの 果て もない 寂寥 を 

街の かなた こなたに 撒き ちらせ、 撒き ちらせ。 

撒水 車の 小僧た ち、 

あはい 予言の 日和が 生れる より 先に、 



もの はもの を 呼んで よろこび、 

お ほやう 

さみしい 秋の 黄色い 葉 は ひろい 大様な 胸に ねむる。 

風 も あるし、 旅人 も あるし、 

しづんで ゆく 若い 心 は ほのかな 化粧 づ かれに 遠い 国 を 

おも、 < ？ 

ち ひさな 傷の ある わたしの 手 は 

よろ けながら に 白い 狼 をお ひかけ る。 

ああ 秋よ、 

秋 はつめ た い 霧の 火 を まきちらす。 



銀の 足鐶 

—— 死人の 家 をよ みて II 

囚徒ら の 足に はまば ゆい 銀の くさりが ついて ゐる。 

そのく さりの 鐶は しづかに けむる 如く 

呼吸 をよ び 嘆息 をうな がし、 

力 を はらむ 鳥の 翅 の やうに ささやき を 起して、 

これら 憂愁に とざされた 囚徒ら のうへ に 光 を なげる。 

くらく いんうつに 見える 囚徒ら の 日常の くさむら を 

うごかす もの は、 



どうしても、 内 ft へまき こんで きて、 

おひての 風 を 布い つ ぱいに はらまな いの だ。 

よれから む 生皮の 帆布 は 翕然と して ひと つ の怪 像と な 

る。 

死の 行列 

こころよく すきと ほる 死の 透明な よそ ほひ をした も 

の ものが 

さらり さらり なんの さはる おともな く、 



ふんき 

このべ エルの やうな 氛気 とともに、 かろく かろく ゆれ 

てみ よう、 

さ-つ 

あの 温室に さくふう りん 草の くびの やうに。 

法 性の みち 

わたし はきもの をぬ ぎ、 

じゅばん をぬ いで、 

りんごの 実の やうな はだかになって、 

ほふし やう 

ひたすらに 法 性 のみち を もとめる。 



わたしの 耳 は 

祭壇の なかへ おひ いれられて、 

力な もび. 

そこに 印 呪 をむ すぶ 金物の 像と なった 

わたしの 耳 は 

水仙の 風の なかに たって、 

物の 招きに さからって ゐる。 



妬心の 花嫁 

この こころ、 



ひと しづくの 胚珠 を やしな ひそ だてて、 

ほのかなる 小径の 香 を さがし、 

もつれ もつれる 手の 愛に わたしの あたま は 野火の やう 

にもえ たつ。 

しなやかに、 しろく すずしく 身ぶ る ひ をす る 手の むれ 

は、 

今 わたしの あたまの なかの 王座 をし めて 相姦す る。 



S 物 



手 を あはせ ていの ります。 

ものの まねき は しづかに お とづれ ます。 

かほ も わかりません、 

髪の け も わかりません、 

いたいたしく、 ひとむれのに ほひ を 背おう て、 

くらい ゆ ふぐれ の 胸の まへ に 花びら をち らします- 



めくらの 蛙 



闇の なかに 叫び を 追 ふ ものが あります。 

それ はめ くらの 蛙です。 

ほのぼのと たまし ひの ほころび を鏠 ふこ ゑが します- 

よる 

あたま を あげる もの は 夜の さか づきです。 

くちなし 色の 肉 を 盛る 夜の さか づきです。 

それ は なめらか にうた ふ 白磁の さか づきです。 

蛙の 足 は びっこです。 

蛙のお なか はやせて ゐ ます。 

蛙の 眼 はなみ だに きずついて ゐ ます。 



おきなぐ さの 髪の やうに うかんで ゐる。 

かるい かるい、 枯 草の そよ ぎに も 似る 小馬の すすみ は 

あの、 ばらばらと うつ Timbale の ふしの ねに そぞろ 

なみだぐむ。 

森のう への 坊さん 

坊さんが きたな、 

くさいろ のち ひさな かご を さげて。 

鳥の やうに とんで きた。 



草の葉 を 追 ひかけ る 眼 

、<? は、 <? はう 力 入で ゐる 

くさのは を、 

おひかけ て ゆく わたしの め。 

いって みれば、 そこに はなん にもない 

ひよりの なかに たって ゐ るかげ ろ ふ。 

おてらの かねの まね をす る 

のろいの ろい 風 あし。 

ああ くらい 秋 だね え、 



鼻 を 吹く 化粧の 魔女 

水仙 色の そら、 

く 4e 力た 

あたらしい 智謀と 霊魂と を そだてる 暮 方の 空の なかに 

こころよく 水色に もえる 眼鏡、 

その 眼鏡に う つ る 向う の はう に 

豊麗な 肉体 を 持つ 化粧の 女、 

しなやかに ぴ よびよ となく やうな 女のから だ、 

ほそい に ほ はしい 線の ゆらめく たびに、 



くちぶえのと ほざかる 森の なかから、 

はなす ぢの とほった 

ひた ひに しわの ある 犬が 

の つ そりと あるいて きた。 

犬 は 人間の 年寄の やうに 眼 を しめらせて、 

ながい 舌 を ぬるぬる として 物語った。 

この 犬 は、 

その 身に ゆっくりと したねず みいろ の 僧衣 をつ けて ゐ 

た。 

犬が ながい 舌 を だして 話しかける とき、 

ゆるやかな 11 衣の すそ は 閑 子 鳥の はねの やうに ぱたぱ 



をん などり 

とほく たまし ひの 宿 を さそ ふ 女 鳥 、 

もやもや としたな やましい お ま へ の 言葉の 好まし さ、 

しろい 月の やうに わたしの からだ をと リ まくお ま へ の 

^ J とば、 

霧の こい 夏の 夜の けむりの やうに、 

つよく つよく からみつく 香 のことば は、 

わたしの からだに しなし なと ふるへ ついて ゐる。 

香料の 墓場 



けむりの なかに、 

霧の なかに、 

うれ ひ を なげすてる 香料の 墓場、 

幻想 を はらむ 香料の 墓場、 

そ の 墓場に は 鳥の 1^ き 羽 の やうに 亡骸の 言葉が に ほつ 

てゐ る。 

香料の 肌の ぬくみ、 

香料の 骨の きしめき、 

香料の 息のと きめき、 

香料のう ぶ 毛の なまめ き、 

香料の 物言 ひぶり の あだつ ぼ さ、 



ふた つ の 犬 はよ ぢ のぼる 蔓草の やうに 

ほのきい ろい 夕闇の 無言 のなかへ まひ あがる の だ。 

その くるしみ を か はしながら、 

さだめない 大空の なかへ ゆく ふたつの 犬よ、 

やせた 肩 を ごらん、 

ほそい し つぼ を ごらん、 

お まへ たち も やっぱり たえまなく 消えて ゆく ものの 仲 

間 だ。 

ほのきい ろい 夕 空の なかへ、 

ふたつ の もの はくる しみ を か はしながら のぼ つて ゆく- 



ゎづ かのことば のうちに ゆ ふぐれ のさ さ やき をに ごし 

た 

その ふしぎの 時間 は、 

とほく きえて ゆく わたしの 足 あと を、 

鳥の はねの やうに はたはたと 羽ばたき をさせる のです _ 

わら ひの ひらめき 

あのし め やかな うれ ひに とざされた 顔の なかから、 

をり ふしに- y ほれで る 



うすぐもりした 春の こみちに、 

ばらよ、 ばらよ、 まぼろし のしろ ばらよ、 

わたし はむな しくお ま へ のかげ を もとめて は、 

こころ もな くさ まよ ひ あるく のです。 

氺 

かすかな^ 鳥の はねの やうに 

まよなか にさき つづ く 白 ばら の 花、 

わたしの あはせ た 手の なかに 咲きいで る まぼろしの 花、 

さき つづく に ほひの 白 ばらよ、 



ゾ J 

お まへ はわた しの 思 ひの なかで たは むれて ゐる。 

はね をな くした 駒鳥の やうに 

お まへ は 影 をよ みながら ある いて ゐる。 

この やうに さびしく ゆ ふぐれ とよる とのく るた びに 

わたしの 白 薔薇の 花 はいきい きとお とづれ てく るので 

す。 

みどりの おび をし めて まぼろしに よみが へって くる 

白 薔薇の 花、 

お ま へ のす がた は 生きた 宝石の 蛇、 



さう して、 わたし は あなたの 眼 を いっぱい 胸に ためて 

しま ひました。 

こ ひびと よ、 こ ひびと よ、 

あなたの びろうどの やうな 小指が むづ むづ と う. 一 J いて、 

わたしの 鼻に さはり ました。 

わたし は そのまま 死んでも いいやうな やすらかな 心 持 

になり ました。 

風の なかに 巣 をく ふ 小鳥 



おも ひの なかに かろくう かんで ゐ ます _ 

恋人 を 抱く 空想 

ち ひさな 風が ゆく、 

ち ひさな 風が ゆく、 

お まへの 眼 をす ベリ、 

お まへの ゆびの あ ひだ をす ベリ、 

しろい 力 ナリヤの やうに 

お まへ の 乳房のう へ をす ベ りすべ リ、 



げ、 

憂愁の やせさら ぼ へた 馬の 背に うたたねする 鐘よ、 

その ほのぐらい 銀色の つめた さは 

さや さやとう すじろ く、 うす あ をく、 

らんき とげ 

嵐気に かくされた その 風貌の 刺の なまなまし さ。 

鐘 は 僧形の あしのうらに 疑問の いぼ をう ゑ、 

くまどり を おしせまり、 

笹の 葉のと ぐろ をまい て、 

わかれても わかれて もつ きせぬ きづな の 魚 を 生かす- 



わたし は 十二月の きりの こいばん がた に、 

あきんど 

街の なかをと ぼろと ぼろと あるいて ゆく めくらの 商人 

です。 

わたしの 手 もや はり 霧の やうに あ をく ばう ばう とのび 

て ゆく のです。 

ゆめ のお もみの やうな きざ はしが とびか ひ、 

か はば 一 J 

わたし は 手 提の革 箱の なかに、 

ぬめい ろの トルコ 玉 を もち、 

蛇の 眼の やうな トル マリン、 

お ほきな ひびき を 人形師の 糸で ころがす ザ クロ 石、 

はなよめの や はら かい 指に ふさ はしい うす むらさきの 



肌の ひかり は ぬれて ふるへ る 朝の ぼたんの やうに あや 

ふく、 

こころ は ほどの よい 湿りに おそ はれて よろめき、 

みち もな く ただ そよ いでく る あまい こ ゑに いだか 

れ、 

みどりの 泡 を もつ このす がすが しい はかない 幸福、 

ななめに かたむいて 散らう ともしない 迷 ひの そ ぞろぁ 

るき、 

恐れと なやみとの 網に かけられて 身 を ほそらせる 微風 

I 



荅 から 荅へ あるいて ゆく 人 

まだ こころ を あかさない 

とほい むかう にある 恋人の こ ゑ をき いて ゐ ると、 

ゆらゆら する うす あかい つぼみの 花 を 

ひとつひとつ あやぶみながら あるいて ゆく やうです- 

その 花の 

ひとの 手に ひらかれ るの をお それながら、 

かすかな ゆく すゑのに ほひ をお も ひながら、 

や はら かにみ がかれ たしろ い 足で 



くわいて-つ ね ご 

げらげら する 怪鳥 の 寝 声 を まねきよ せる。 

ふく ふくと なほし め やかに 香気 を ふくんで 霧の やう 

にいき りた つ 

あなたの ゆびの なぐさみ のために、 

この 月の 沼に よどむ やうな わたしの ほのじろい 頸 

をし めくく つてく ださ い。 

といき 

わたし は 吐息に 吐息 を かさねて、 

あなたの まぼろし のまへ に さまざまの 死の すがた を 

ゆめみる。 

あつたかい ゆらゆら する 蛇の やうに なめらかに 



地上の かげ を ふかめて、 昏昏と ねむる 薔薇の 唇。 

2 

白熱の 俎上に を どる 薔蘅、 薔薇、 薔薇。 

3 

ごんぎ やう 

しろく なよなよと ひらく、 あけがた 色の 勤行の 薔薇 

の 花。 



4 



剌を かさね、 剌を かさね、 いよいよに に ほひ を そだ 

てる 薔 藤の 花。 



5 



つばさ みづ かがみ さう しん 

翅 のおと を 聴かん として 水鏡す る 喪心の あゆ 

み ゆく 薔薇 



6 



ひひら ぎの 葉の ねむる やうに ゆめ をお ひかけ る 

きりいろ 

霧 色の 薔薇の 花。 



7 



いらくさの 影に かこまれ 茫茫 とした 色 を ぬけでる 

真珠色の 薔薇の 花。 



00 



黙禱の 禁忌の なかに さきいで る 形な き 蒼白の 

ほった い 

法 体の 薔薇の 花。 



9 



欝 金色の 月に 釣られる 盲目の ただよへ る 薔薇。 



ひそまり しづむ 木立に 鐘 を こもらせる うすゆき いろ 

の 薔薇の 花。 



ひね もす を 嗟嘆す る 南の 色の 薔薇の 花。 

4 

火の なかに たは むれる 真昼の 靴 を はいた 黒耀 石の 薔 

薇の 花。 

5 

び まど 

くもり 日の 顔に 映る 大空の 窗の 薔薇の 花。 



みどりの なかに 生 ひいでた 手 も 足 も 風に あふれる 

薔薇の 花。 

9 

眼に みえぬ ゆ ふぐれ のな みだ をた めて ひとつ ひと 

こうぎょく いろ 

つに つづり あはせ た 紅玉 色の 薔薇の 花。 



耳朶 色の ばらの はな。 



かなしみ をつ みかさね て みうごき もで きない 影と 

ひとみい ろ 

影との むらがる 瞳 色の ばらの はな。 



4 

2 



ゆた ゆた に に ほひ をた たへ 青春 を 羽ばたく 風の 

うへの ばらの はな。 



はだら の 雪の やうに 傷心の 夢に 刻まれた 類のない 

美貌の ばらの はな。 

8 

2 

悔恨の 虹に おびえて ゆ ふべ の 星 をの がれよう とする 

時 を わすれた 内気な 内気な ばらの はな。 



魚の やうに ねむりつ づける 瀲瀏 としたみ づ のなかの 

かげろ ふ 色の ばらの 花。 



3 

白鳥 を よんで たは むれ 夜の 霧に ながされる 盲目の 

ばらの はな。 



あ をう みの 底に ひそめる 薔薇の 花、 とげ とげと して 

や はら かく 香気の 鐘 を うちならす 薔薇の 花。 

2 

3 

け は ひに さへ も 心と きめき しぐれす る ゆ ふぐれ 

の 風に もまれる ばらの はな。 

3 

3 

あ をぞら のなかに 黄金色の 布 もてめ かくし をされ た 



薔薇の 花。 

4 

3 

微笑の 砦 もて 心 を 奥へ 奥へ と 包んだ 薄倖の ばら 

の はな。 



欝積す る 笛の ねに 去りが ての 思慕 をつ のらせる 青 

磁色 のばらの はな。 
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